
事例 小学校家庭科 東濃地区（Ｓ小学校）

１ 題材について

対 象 学 年 小学校 第５学年

学習指導要領 第５学年及び第６学年の内容 （６）イ （８）

題 材 名 「見つけよう！住みよいくらし （全１３時間）」

題 材 目 標 ○住まい方に関心をもち、身の回りを快適に整えようと提案したり、近

隣の人々とともに生活する環境をよくしようとする意欲をもったりす

ることができる。 （家庭生活への関心・意欲・態度）

○自分の家の住まい方や近隣の人々とともに生活する環境を見直し、身

の回りを快適に整えることや近隣の人々と気持ちのよい生活ができる

ように考えたり、よりよい生活を目指して自分なりに工夫したりでき

る。 （生活を創意工夫する能力）

○身の回りを快適に整えようと提案したり、近隣の人々と気持ちのよい

生活をするための手立てや工夫を調べたりすることができる。

（生活の技能）

○身の回りを快適に整えたり、近隣の人々と気持ちのよい生活をしたり

する方法がわかる。 （家庭生活についての知識・理解）

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○題材指導計画の工夫

・題材を設定するにあたっては、児童の願いをもとに意識の流れを大

切にする。

・住まい方に関する関心・意欲が高まるよう、家庭生活を見つめ、そ

こから課題をもてるようにする。

・指導計画を作成するにあたっては、題材の前半では快適な住まい方

を家庭生活から考え、題材の後半では家庭と地域との両面から考え

ることができるようにする。

○単位時間における工夫

・ 我が家の問題点調査隊」を交流することにより、自分が気付かな「

かった視点にも気付けるようにする。

・学校で実際に調べるための方法を掲示し、具体的に見通しがもてる

ようにする。

参 考 資 料 資料１：前題材「はじめよう！さわやか生活」題材指導計画

資料２：前題材「はじめよう！さわやか生活」学習プリント( )( )( )1 2 3
資料３：事前取材プリント…「冬休みにトライ！」

資料４：第１時資料…「学習の仕方」

資料５：第２時学習プリント…「わが家の問題点調査隊出動！」

資料６：第３時学習プリント…「心地よくしたいポイントを調べよう」

「学習の振り返り」

資料７：第 ､ ､ 時学習プリント… 調べて分かったこと ( )( )4 5 6 7 A B、 「 」

資料８：第 ､ 時学習プリント…「心地よくするポイント発表会！」8 9
資料９：第 時学習プリント…「町内取材隊出動！」10

「 」資料 ：第 ､ ､ 時学習プリント… 心地よい町内大作戦計画！10 11 12 13



２ 題材の評価規準

ア 家庭生活への イ 生活を創意工 ウ 生活の技能 エ 家庭生活につ

関心・意欲・ 夫する能力 いての知識・

態度 理解

・住まい方に関心をも ・住生活を見直し、身 ・身の回りの快適な整 ・身の回りの快適な整内

ち、身の回りを快適 の回りを快適に整え え方に関する基礎的 え方について理解し容

に整えようとしてい ることができるよう な技能を身に付けて ている。 （６）のご

る。 （６） に考えたり、自分な いる。 （６） ・近隣の人々との生活まと

・近隣の人々との生活 りに工夫したりして ・近隣の人々との生活 を考え、環境に配慮との

に関心をもち、自分 いる。 （６） を考え、自分の家庭 した自分の家庭生活ま評

の家庭生活について ・近隣の人々との生活 生活について環境に について理解していり価

環境に配慮した生活 を考え、自分の家庭 配慮した生活ができ る。 （８）規

をしようとしてい 生活について環境に る。 （８）準
る。 （８） 配慮した生活を自分

。なりに工夫している

（８）

・気持ちのよい住まい ・暖かさ、風通し、明 ・身の回りを快適に整 ・気持ちよい住まい方

方に関心をもち、自 るさなどから課題を えるための課題を解 について理解してい

分の課題に取り組も 選択し、適切な住ま 決することができる る。。

うとしている。 い方を考えたり、自 ・自分の家庭生活につ ・近隣の人々とかかわ題

・近隣の人々とかかわ 分なりに工夫したり いての課題を解決す り支え合いながら自材

り支え合いながら自 している。 るための基礎的な技 分の家庭生活が成りの

分の家庭生活が成り ・近隣の人々や生活環 能を身に付けている 立っていることを理評 。

立っていることに関 境との調和を考えて 解している。価 、

心をもっている。 自分なりに家庭生活規

・近隣の人々や生活環 の工夫をしている。準
境に配慮した家庭生

活をしようとしてい

る。

①自分の生活に関心を ①課題に沿って快適な ①快適に生活するため ①快適なくらし方につ

もち、快適にくらす 住まい方を考えたり の課題を解決する見 いて理解している。単 、

ためにどうしている 自分なりに工夫した 通しをもつことがで ②町内の一員として皆位

か考えようとしてい りしている。 きる。 が快適な生活ができ時

る。 ②自分の家庭生活と検 ②町内で心地よく住ま るように配慮してい間

②快適な住まい方に関 証した結果を結びつ うために自分が行っ ることが分かる。に

心をもち、自分の課 けて考えたり、仲間 た大作戦の目的や手お

題に進んで取り組も に伝わるように自分 順をまとめている。け

うとしている。 なりに工夫したりしる

③身に付けた知識や技 ている。具

能を生かして家庭で ③町内で快適にくらす体

実践しようとしてい ために自分ができるの

る。 ことを見つけたり、評

④町内の人々が互いに 自分なりに工夫して価

かかわり支え合いな 行おうとしたりして規

がら生活しているこ いる。準
とに関心をもってい

る。



３ 指導と評価の計画（全１３時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

【家庭実践 その１ 「冬休みにトライ！ちょっといい家、町内取材 】」

指導の場 ・前題材終末（冬休み前）

内 容 ・自分の住む家や町内の住みよく暮らすための秘密を見つける。

・ 冬休みにトライ！」取材プリントを配布する。「

１ ○「心地よい」という言葉から ○第１時までに○住みよくく

どんな様子が思い浮かぶか考 実態を把握らすために

える。 し、交流の仕は、どんな

・気持ちがよい 方を考えておくらし方を

・暑くなく、寒くない く。するとよい

・整っているか、関心を

・物が使いやすいもつことが

できる。

心地よいくらし方を考えよ

う。

＜ア－①＞ ○発言状況○家庭や町内では、どんなこと

・家庭生活やに気を配ったくらし方をして ○自分の生活に関

地域の環境いるか考える。 心をもち、快適

にくらすために ○家庭について〈家庭〉 を想起しな

どうしているか は、暖かさ・・冬は寒くないように暖房を入 がら、心地

考えようとして 明るさ・風通れる。 よいくらし

いる。 しの視点に分・冬は厚手のカーテンにする。 ぶりについ

けて板書をす・本が読みやすいようにスタン て話すこと

る。ドを使う。 ができる。

・窓をいつもきれいにしてい

る。

・時々窓を開けて外の空気を入

れるようにしている。

○町内について〈町内〉

は、植物・ご・花壇に花を植えている。

みの視点に分・ごみは、犬やカラスにつつか

けて板書をすれないように朝出している。

る。・落ち葉の掃除をしている人が

いる。

○整理整頓（前・公園や集会所は、掃除をする

題材）や騒音日を決めてみんなで掃除をし

（ ）ている。 ６年生題材

等については○家庭では、暖かさ・明るさ・

この題材では風通し、町内では、植物・ご

取り扱わなみの視点に分けてどのような

い。くらし方が心地よいか調べて

いくことを知る。

○題材の学習の進め方を知る。 ○資料「学習の

仕方」を提示

する。

【家庭実践 その２ 「わが家の問題点調査隊出動 】」

指導の場 ・前時終末

内 容 ・暖かさ・明るさ・風通しの視点で自分の家の改善点を探す。



・ わが家の問題点調査隊出動」プリントを配布する。「

２ ○暖かさ、明る ○第２時までに

さ、風通しに わが家のくらしの問題点を 「わが家の問

本 ついての家庭 出し合い、心地よくくらすた 題点調査隊」

時 の問題点を明 めに何を調べるとよいか考え の実態を把握

らかにし、改 よう。 し、交流の仕

善するための 方を考えてお

課題を追求す ○わが家の心地よくない点を出 く。

る原因調査方 し合う。 ○家庭実践で調

法や解決の見 ・いすに座っていると足下が寒 査した問題点

通しをもつこ い。 を暖かさ、明

とができる。 ・寝ている時、布団を掛けてい るさ、風通し

ても寒いことがある。 の視点に分け

・勉強をしていると暗く感じる て板書する。。

、・ストーブはつけているけれど

なんだか冷たい風が入ってく

る。

○どの点を改善したいか願いを ＜ウ－①＞ ○プリント ○教科書の活動

もち、追求課題を決める。 ○快適に生活する 例や岐阜県学・教科書や掲

・足下が寒いから、部屋の中の ための課題を解 園の家庭科コ示資料を参

温度の違いを調べる。 決する見通しを ンテンツを参考に課題を

・寝ていると寒いから、部屋の もつことができ 考にさせる。解決する見

通しをもつ中の物の置き方を調べる。 る。

ことができ・勉強する机が暗いから、勉強

る。するにはどのくらいの明るさ

があるとよいか調べる。

・ストーブをつけていても寒い

から、風がどこから入ってい

るか調べる。

３ ○心地よくくら ○同じ願いをもつ仲間と課題別 ＜ウ－①＞ ○プリント ○第３時は課題

・ すための自分 学習に取り組む。 ○快適に生活する 別グループで・課題別グル

４ の課題に向け ための課題を解 調査計画を立ープ内の共

・ て、自分なり 心地よくくらすためのポイ 決する見通しを てる。４・５通調査項目

５ の方法で追求 ントを見つけ、改善の仕方を もつことができ 時で実際に調の計画を立

することがで 考えよう。 る。 べたり、改善てることが

きる。 の仕方を工夫できる。

・寒暖、照度、温度等実際はど する。

れくらい差があるのか調べた ＜ア－②＞ ○観察

・調査を調べり 図書やインターネットで ○快適な住まい方、 、

学習に進ん調べ学習をしたり、必要に応 に関心をもち、

で取り組むじて家庭での工夫を取材活動 自分の課題に進

ことができする。 んで取り組もう

る。〈暖かさ〉 としている。

、 （ 、・学校では 室内 足下と頭上

日なたと日かげ）の気温を測 ＜イ－①＞ ○観察

・調査したり定する。 ○課題に沿って快

調べたりし・家庭では、カーペットを厚手 適な住まい方を

て分かったにしている。 考えたり、自分

ことと家庭〈明るさ〉 なりに工夫した

の問題と照・学校では、室内の照度を測定 りしている。

らし合わせする。

て考えるこ・家庭では 電気の色 昼光色、 （ 、

とができ白色）を変えている。

る。〈風通し〉

・学校では、空気の流れ方を実



験する。

・家庭では、窓の近くに大きい

。物を置かないようにしている

○観察６ ○調べたことを ＜イ－②＞

・調査したり・ もとに改善の 調べたことと改善の仕方を ○自分の家庭生活

調べたりし７ 方法を考え、 仲間に伝える準備をしよう。 と検証した結果

て分かった仲間に伝わり を結びつけて考

ことを家庭やすく工夫し ○課題別に追求結果を画用紙や えたり、仲間に

の問題と結てまとめよ 模造紙にまとめる。 伝わるように自

びつけて考う。 ・暖かい空気は上に集まるから 分なりに工夫し、

え、改善の足下まで暖めるためには、扇 たりしている。

方法にまと風機などで上下の空気を混ぜ

めることがるとよい。

できる。・８００ルクスくらいあると暗

・分かったこいと感じないから、勉強机に

とを画用紙スタンドをつけたり、窓際の

や模造紙に明るい場所で勉強するように

羅列するだするとよい。

けでなく、・窓は閉めていても隙間から風

心地よくすが入ってくるから、ベッドは

るポイント窓から少し離して置くとよい。

が分かるよ・カーテンは窓と同じ長さより

うにまとめ少し長くすると、寒い空気が

ることがで入りにくくなる。

きる。

８ ○心地よくくら

、・ すための方法 調べたことの交流会をして

９ を交流し、自 自分の家で心地よくくらすポ

分の家庭で参 イントを見つけよう。

考になること

を見つけるこ ○他のグループの発表から、家 ＜エ－①＞ ○交流状況 ○ワークショッ

とができる。 庭でできそうなことを見つけ ○快適なくらし方 プ形式の交流・追求した課

る。 について理解し 会にし、細か題について

・扇風機は暑い時に使うものと ている。 な点も質問で詳しく話す

思っていたけど、空気を対流 きるようにすことができ

させることにも使えることが る。る。

分かった。

・部屋の模様替えをして窓の近 ＜ア－③＞ ○プリント ○暖房器具を使

くで寝ないようにしたい。 ○身につけた知識 用する際の安・他の仲間の

・お母さんが裁縫をする時によ や技能を生かし 全面について発表を参考

く暗いと言っているから、電 て家庭で実践し 考慮する。に家庭の問

題と照らし気スタンドをかしてあげよう ようとしてい。

合わせて考る。

え、家庭で

話題にしよ

うとしてい

る。

【家庭実践 その３ 「わが家をちょっと心地よく改善！話し合い 】」

□家庭生活における実践

・交流会で見つけた「心地よくくらすための方法」を家庭で話し合う。

□家庭との連携

・事前に家庭科通信で家庭科の学習内容等について連絡し、家庭との連携が図りやすい環境を作る。

・保護者に協力を求め、話し合ったことや感想等を寄せてもらうようにしておく。



○町内の人たち10
は心地よくく 町内の人は、心地よくくら

らすためにど すためにみんなで使うところ

のような工夫 でどのような工夫をしている

をしているか だろう。

関心をもつこ

とができる。 ○ごみの出し方と花壇の作り方 ＜ア－④＞ ○発言状況 ○地区別に４～

について自分の町内の様子を ○町内の人々が互 ５人の少人数・町内で行わ

地域ごとに分かれて話し合う いにかかわり支 グループをつ。 れている作

・Ｎ地区は、公園や公民館の掃 え合いながら生 くる。業やごみス

テーション除をする日時が決まっていて 活していること、

の様子を話どの家も参加するよ。 に関心をもって

すことがで・Ｔ地区では町内会があって、 いる。

きる。資源ごみの日は交替で当番を

しているよ。

・ごみの収集所を掃除している

おじいさんがいるよ。

・どの家も花が植えてあるよ。

・町内でどの○町内の人への取材計画を立て

視点で誰にる。

取材するか・ごみの置き方ではどのような

具体的に考ことに気を付けているか聞き

えることがたい。

できる。・道路に面したところに花を置

いている人に気にかけている

ことを聞きたい。

【家庭実践 その４ 「町内取材隊出動 】」

指導の場 ・前時終末（第１１時までに土日をはさむようにする）

内 容 ・公共物に関して町内の人々はどのように考えているか取材する。

○町内で取材し ○第１１時まで11
・ たことをもと 自分が町内でできることを に「町内取材

に、自分が取 見つけ作戦計画を立てよう。 隊出動」の実12
り組めること 態を把握し、

を見つけ、実 ○取材した町内の人の工夫を交 ＜イ－③＞ ○観察 交流の仕方を

践計画を立て 流し、これからの生活で考え ○町内で快適にく 考えておく。・自分が取り

組むことがることができ ていきたいことを見つけ、実 らすために自分

できることる。 践計画を立てる。 ができることを

・土曜日にごみ収集所の掃除を 見つけたり、自 ○地域ごとに交を見つけ、

しよう。 分なりに工夫し 流し、自分が実践計画

・公園に遊びに行った時、落ち て行おうとした できることを（いつ、ど

ているごみは自分から拾う。 りしている。 見つける。こで、どの

ように）を・きれいな花壇をつくっている

立てることおばさんに今度の日曜日に寄

ができる。せ植えの仕方を教えてもらう。

【家庭実践 その５ 「心地よい町内大作戦 】」

□家庭生活における実践

・第 、 時の計画をもとに作戦展開する。11 12
□家庭との連携

・事前に家庭科通信で学習内容等について連絡し、家庭との連携が図りやすい環境を作る。

・保護者に協力を求め、児童が取り組んだ時の写真や感想等を寄せてもらうようにしておく。



○町内で心地よ ＜ウ－②＞ ○リーフレ ○作戦展開がで13
く住まうため 心地よい町内にするための ○町内で心地よく ット きるだけの時

に行った作戦 おすすめの作戦をまとめよう 住まうために自 間を確保す。 ・目的と手順

の目的や手順 分が行った大作 る。を順序立て

てまとめるをリーフレッ ○大作戦の目的や手順をリーフ 戦の目的や手順

ことができトにまとめ、 レットにまとめる。 をまとめてい

る。町内の一員と る。

して快適な暮

らしについて ＜エ－②＞ ○プリント

・人々がお互配慮すること ○町内の一員とし

いに支え合の大切さがわ て皆が快適な生

っているこかる。 活ができるよう

とに気づくに配慮している

ことができことが

る。わかる。

（心地よい

町内大作戦

の実践のま

とめより）



４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・暖かさ、明るさ、風通しについての家庭の問題点を明らかにし、改善するための課題を

追求する原因調査方法や解決の見通しをもつことができる。

（２）本時の位置

２／１３時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

○前時の学習（冬の家庭での過ごし方）を ・前時の学習内容を掲示導

想起する。 資料で確認できるよう入
にする。

わが家のくらしの問題点を出し合い、

心地よくくらすポイントを見つける計画

を立てよう。

○わが家の心地よくない点を出し合う。 ○家庭で見つけた問題点を話 ・家庭実践で調査した問展

。 、 、開 ・いすに座っていると足下が寒い。 すことができる （ア） 題点を暖かさ 明るさ

・寝ている時、布団を掛けていても寒いこ 風通しの視点に分けて

とがある。 板書する。

・勉強をしていると暗く感じる。

・ストーブはつけているけれど、なんだか

冷たい風が入ってくる。 ・照度計や温度計を使っ

て調べることができる

○改善したい点を決め、方法を考える。 ＜ウ－①＞ ことを知らせる （照。

・足下が寒いから、部屋の中の温度の違い ◎快適に生活するための課題 度計の使い方を含む）

を調べる。 を解決する見通しをもつこ

↓ とができる。 ・課題を解決する手だて

教室の天井と床の温度を測って、高さに わが家の問題点調査から課 の参考資料として、教B:
よる温度の違いを調べる。 題をみつけ、教科書や掲示 科書の学習例を挙げた

資料を参考に課題を解決す り、岐阜県学園の家庭

・寝ていると寒いから、部屋の中の物の置 る見通しをもつことができ 科コンテンツを利用し

き方を調べる。 る。 たりできることを知ら

↓ 家庭生活の具体的なくらし せたり、教室を家庭とA:
教室の窓際のロッカーのあるところとな の場面を想起しながら、家 見立てて実際に調べる

いところの温度の違いを調べる。 庭の問題点に即した課題を 方法を掲示したりす

決め、教科書や掲示資料を る。

・勉強する机が暗いから、どのくらいの明 参考に課題を解決する見通

るさがあるか調べる。 しをもつことができる。 ・追求する課題が決めら

↓ れない児童には、家庭

簡易照度計を使って、教室内の照度を調 の問題点をよくするに

べる。 は暖かさ、明るさ、風

通しのどの視点から考

・ストーブをつけていても寒いから、風が えるとよいか考えさせ

どこから入っているか調べる。 る。

↓

教室内の空気の流れを線香の煙の流れ方 ・調査方法は、教室内の

で調べる。 実験によるものと、イ

ンターネットや文献に

○調査する方法を交流し合い、課題別グル よるものの両面から考終

ープで調査していくことを知る。 えるようにする。末



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

（１）本時重点的に取り組んだ評価規準

＜ウ－①＞

○快適に生活するための課題を解決する見通しをもつことができる。

（２）評価の実際

【評価の方法】

机列表を活用した単位時間の評価を行っている。本時は、３つの視点（暖かさ、明るさ、風

通し）で家庭を見つめた問題点を交流し、心地よくくらすためのポイントを見つけるための課

題や見通しをもつ学習を行った。そこで、事前に見つけた家庭の問題点を机列表に記入してお

き、課題の把握・学習活動の展開及び評価に使用した。

Ｂ：わが家の問題点調査から課題をみつけ、教科書や掲示資料を参考に課題を解決する見通

しをもつことができる。

Ａ：家庭生活の具体的なくらしの場面を想起しながら、家庭の問題点に即した課題を決め、

教科書や掲示資料を参考に課題を解決する見通しをもつことができる。

【評価した児童の状況例】

①単位時間の評価

、 。 、評価にあたっては 次時からの課題追求学習の見通しがもてることに重点をおいた そこで

３つの視点で見つけた家庭の問題点の交流から、自分の追求する課題を決め、実際に試してみ

る方法の見通しをプリントに記入できた児童は 「Ｂ：おおむね満足できる状況にある」と判断、

した。さらに家庭のくらしを具体的にイメージしながら、家庭の問題点と結びついた課題を決

めることができ、追求の見通しがもてた児童は 「Ａ：十分に満足できる状況にある」と判断し、

た。

《 机列表を活用した評価例 》
Ｙ．Ｉ Ｍ．Ｓ Ｋ．Ｋ Ｈ．Ａ Ｗ．Ｈ Ｉ．Ｓ

Ｂ…問題点の交流 Ａ…足下が寒いと Ｂ…資料を参考に Ｂ…問題点の交流 Ｃ…問題点が見つ Ａ…風通しがよす

から課題を作り、 いう問題を解決す して、部屋の中の から課題を持ち、 けられなかった。 ぎるという問題点

換気について調べ るには空気を回す 温度差を調べ、暖 今後調べたいこと 照度計を使ってみ を家の造りと関わ

るように計画する のがいいのではと かい生活をしよう を計画することが たいという気持ち らせて考え、調べ

ことができた。 いう仮説を持ち、 と計画できた。 できた。 はあるが、方法と る見通しをもつこ

実験を計画でき しての見通しがも とができた。

た。 てない。

Ｋ．Ｙ Ａ．Ｙ Ｔ．Ｋ Ｎ．Ｋ Ｓ．Ｔ Ｈ．Ｎ

Ｂ…交流から換気 Ｂ…問題点では曖 Ｃ…部屋が寒いか Ｂ…教科書を参考 Ｂ…教科書を参考 Ｂ…問題点の交流

に対する課題意識 昧だったことを教 ら暖かくしたいと に課題とそれにた に課題を絞り込 から課題を決め、

をもち、掲示資料 科書や掲示資料か 考えたが、具体的 いする活動を決め み、活動の計画を 調べたいことと調

から調べ方を決め ら絞り込んで調べ に次時から自分が ることができた。 立てることができ べ方を考え、計画

て計画することが たいことを計画す どう解決に向けて た。 することができ

できた。 ることができた。 活動するのかがあ た。

いまい。

Ｓ．Ｍ Ｎ．Ｋ Ｋ．Ｈ Ｉ．Ｎ Ｎ．Ｄ Ｍ．Ｍ

Ａ…家庭の問題点 Ａ…足下が冷たい Ｂ…掲示資料によ Ａ…部屋全体が暖 Ｂ…家庭の問題点 Ｃ…家庭の問題点

から足下の寒さに という問題点を温 って課題を決め、 まりにくいという から換気の工夫を はよく気づいてい

ついて調べたいこ 度差の比較で調べ 調べる見通しをも 問題点から、その 課題として調査の るがそこから、改

とを決めて、計画 る計画をした。全 つことができた。 温度差と、暖房器 計画しているが、 善に向けて何を調

することができ 体が暖まる工夫も 具の位置について 計画が粗く十分で べたらいいのか絞

た。 調べようと計画で 調べる計画ができ はない。 れず、見通しがも

きた。 た。 てていない。



Ｏ．Ｙ Ｏ．Ｓ Ｉ．Ｋ Ｋ．Ａ Ｍ．Ｔ Ｍ．Ｒ

Ｂ…問題点の交流 Ａ…暖房中の空気 Ｂ…掲示資料によ Ａ…換気の悪さの Ｂ…問題点は見つ Ｂ…問題点の交流

から課題を持ち、 が悪いに着目し、 り課題がはっきり 原因を窓の数と位 けられなかった の中で課題を持っ

掲示資料から調べ 暖かいけれど換気 し、展示した照度 置と予想して、実 が、展示した照度 た。カーテンの色

る方法を見つけて のよい部屋にする 計を実際に操作し 験的に調査する計 計を実際に操作し と明るさ・温度の

計画できた。 工夫を窓の開け方 たことで見通しを 画ができた。 たことで課題がで 関係を調べる計画

から調べよる計画 もつことができ き、計画すること することができ

ができた。 た。 ができた。 た。

②題材の評価

題材の評価については、各単位時間の評価の総合と補助簿を組み合わせて評価した。

また、単位時間の評価の項目ごとに軽重を考えて決めた。本題材では、(６)及び(８)の内容

を取り扱っているが 内容の学習時間を考慮し ( )住まい方への関心 をやや重み付けし ( )、 「 」 、「6 8
家庭生活の工夫」をやや軽くして評価にあたった。

（例）評価回数が２回で、それぞれＡ・Ｂの判断をしたとき

(６)：Ａ (８)：Ｂ → 総括：Ａ

(６)：Ｂ (８)：Ａ → 総括：Ｂ

また、補助簿では、自由勉強における取り組みの有無や家庭での取材活動等を日常的・継続

的に記録して、加味した。

《 観 点 別 評 価 名 簿 》

教科：家庭 題材名：見つけよう！住みよいくらし

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

Ａ Ｉ Ｉ Ｉ ＯＯＫＫＫＳＳＴＮＮＮ評価内容

． ．．．．．．．．．．．．．．

ＹＳＫＮＳＹＹＫＡＴＭＫＫＫＤ

ＢＡＡＢＢＡＢＣＢＢＢＣＢＢＢ自分の生活に関心をもち、快適にくらすためにどうしているか

考えようとしている （関）。

Ｂ Ａ ＢＡＡＢＢＢＡＡＢＢＣＡＢ快適な住まい方に関心をもち、自分の課題に進んで取り組もう

としている （関）。

Ｂ Ａ ＢＡＢＡＡＢＡＢＢＣＢＢＡ身につけた知識や技能を生かして家庭で実践しようとしている。

（関）

Ｂ Ａ ＢＡＢＢＡＣＢＢＣＣＢＡＢ町内の人々が互いにかかわり支え合いながら生活していること

に関心をもっている （関）。

Ｂ Ａ ＢＡＢＢＡＢＡＢＢＢＣＢＢ課題に沿って快適な住まい方を考えたり、自分なりに工夫した

りしている （創）。

Ｂ Ａ ＡＡＢＢＢＢＡＡＡＣＣＡＡ自分の家庭生活と検証した結果を結びつけて考えたり、仲間に

伝わるように自分なりに工夫したりしている （創）。

Ａ Ｂ ＢＡＢＣＢＢＢＡＢＣＢＡＢ町内で快適にくらすために自分ができることを見つけたり、自

分なりに工夫して行おうとしたりしている （創）。

Ｂ Ａ ＡＡＡＢＢＢＡＡＡＣＢＡＢ快適に生活するための課題を解決する見通しをもつことができ

る （技）。

Ａ Ｂ ＢＡＢＢＢＢＢＢＢＣＢＡＡ町内で心地よく住まうために行った大作戦の目的や手順をまと

めている （技）。

Ａ Ｂ ＢＡＢＢＡＢＢＢＢＢＢＡＢ快適なくらし方について理解している （知）。

Ｂ Ｂ ＢＡＢＢＢＡＡＢＢＢＢＡＢ町内の一員として皆が快適な生活ができるように配慮している

ことがわかる （知）。

Ｂ Ａ ＢＡＢＡＡＣＡＢＢＣＢＡＢ題材の関心・意欲・態度

Ｂ Ａ ＢＡＢＢＢＢＡＡＢＣＣＡＢ題材の創意工夫

Ｂ Ａ ＡＡＢＢＢＢＡＡＡＣＢＡＢ題材の技能

Ａ Ｂ ＢＡＡＢＡＢＢＢＢＢＢＡＢ題材の知識・理解



（３）個に応じた指導の実際

「努力を要する」状況から「おおむね満足」の状況にするための手だて
○前時

＜次時への見通し＞全体指導

、 、 、先生の家では 温風ヒーターを使っているが ヒーターのすぐ前は暖かい風がきて暖かくて心地がよいが

窓の近くはひんやりとした風が窓の方からきているようであまり心地よいとはいえないように感じる。室内

の温度を場所を変えて測って、場所によってどのくらい温度が違うか調べたい。また、温度差がなくなるよ

うにするにはどうしたらいいか本で調べたい。

評価規準 「自分の生活に関心をもち、快適にくらすためにどうしているか考えようとしている 」。

Ｃの子への手だてＢ：家庭生活を快適にしようと関心をもっている。

手だて１：個別指導

＜家庭での問題点を見つめるための手だて＞

「冬休みにトライ！」プリントの状況から、家庭

の暖房器具を例に挙げ、みんなが生活する部屋（リ

ビング等）での問題を３つの視点から考えるよう助

言する。

○本時

家庭実践（家庭での問題点見つめ）の状況

Ｃの子への手だてＢ：家庭の問題点を見つけている。

手だて２：個別指導

＜課題をもたせるための手だて＞

、 、問題点の交流を通して 家庭の様子を思い出して

同じような状況の発言を参考に、問題を絞り込むよ

うに助言する。

全体への手だて

手だて３：全体指導

＜課題追求させるための手だて＞

３つの視点（暖かさ、明るさ、風通し）について、学校で試してみることができることを指導する。

事例：カーテンを閉めていたので、カーテンを開けると教室内で明るさはどのように変わるか実際にカーテン

を開閉し、違いがあることを分からせたり、気温を温度計で調べることができるように、明るさも照度

計を使って測ることができることを指導する。

評価規準 「快適に生活するための課題をもつことができる 」。

Ｂ：課題をもっている。 Ｃの子への手だて

手だて４：個別指導

＜課題をもたせるための手だて＞

家庭の問題点から、一番気になることは何か問い

かけ、よりよくしたい点を明確にさせる。また、交

流した意見の中で、興味のあることは何か考えるよ

う助言する。

全体への手だて

手だて５：全体指導

＜課題を追求する見通しをもたせるための手だて＞

教科書に事例が挙げられていないものや、学校で試すことができる活動例を掲示資料として示す。



・カーテンの有無による温度や照度の違いを調べた活動例

・教室内の気温を調べた活動例

・対角線に窓を開けると有効な換気ができているのか調べた活動例

・一酸化炭素濃度、二酸化炭素濃度と人体への影響の資料データ

評価規準 「快適に生活するための課題を追求する見通しをもつことができる 」。

Ｂ：課題を追求する見通しがもてる。 Ｃの子への手だて

手だて６：個別指導

＜見通しをもたせるための手だて＞

課題はどの視点のことか考えさせ、教科書や掲示

資料を参考に実際の様子を確かめたいことを考える

よう助言する。

また児童の課題に即して、実際にカーテンの開け

閉めをしたり、照度計を扱ったりして、比べること

で実際の様子が分かることを助言する。

①事例１

（Ｋ．Ｋ） Ｃ →Ｂ：おおむね満足できる

前時、家庭生活を快適にすることに関心がもてなかった。

そこで『手だて１』として、週末家庭で過ごしている時のリビングの様子を考えるように助

言した。すると「寒い日にカーテンをしていると心地よくない」という問題点を見つめること

ができた。

本時では、交流中の発言はなかったが、課題を「暖かさを調べる」とし 「部屋の中の温度を、

いろいろな場所で温度計を使って測り、どのくらい違っているのか調べたい 」と見通しをもつ。

ことができた。

②事例２

（Ｗ．Ｈ） Ｃ →Ｃ：努力を要する

前時、家庭生活を快適にすることに関心をもっていたが、家庭での問題点見つめでは「ちょ

うどよい」と考え十分に見つめることができなかった。

そこで『手だて２』として、授業前に問題点の交流を通して家庭の様子を思い出し、同じよ

、 。 、 。うな状況の発言を参考に 問題を絞り込むように助言した しかし 交流での発言はなかった

『 』 、 、手だて３ で照度計を使った明るさの測り方を提示すると 照度計による測定に興味をもち

「活動にちょうどよい明るさを調べる」と課題をもつことができた。しかし、どのような活動

場面なのかが曖昧なので、生活場面のどのような活動をする時の適切な明るさを調べたいか問

題点を絞り込むように助言したが、本時内では十分に絞り込むことができなかった。次時、課

題別グループを作ったとき、友だちの考えを参考に自分の課題を絞り込んで追求できるように

配慮した。

③事例３

（Ｍ．Ｔ） Ｃ →Ｂ：おおむね満足できる

家庭の問題点見つめでは 「勉強をしているときは蛍光灯をつけてとても明るい 」と問題点、 。

ではなく、家庭の取り組んでいる様子を見つめていた。

そこで『手だて６』として、展示した照度計を実際に操作したことで明るさの違いに興味を

示し、課題を「部屋の明るさ」ともつことができ 「照度計で測ったところ、窓の方は太陽が当、

たっていて ルクスあるけど、ろうかのほうに行くと ルクス近くしかなくて、場所によ4500 100
って明るさに大きな違いがあることが分かったけど、いろいろな場所でどのくらいの明るさが

いいのかを調べていきたいです 」と見通しをもつことができた。。


